
2.チンパンジーの"共同作業"にかんする実験

的分析

2頭のチンパンジー (アイ♀､アキラ♂)が日

常生活している飼育室の一方の端に反応レバーを､

もう一方の端に餌皿を設置した｡強化子はレーズ

ン1粒､強化スケジュールはFRIOであった｡30

分間の実験セッションを2個体場面､1個体場面

の両方について､1日1-16回不定期的に行なっ

た｡2個体場面では､当初2個体ともに反応がみ

られ､それぞれ非反応個体が強化子を獲得したが､

最終的にはアイが反応と強化子の両方を独占する

ようになった｡この結果は､もっぱら反応しかっ

餌を摂取する個体 (worker)と餌皿近辺に居続

け餌を摂取する個体 (parasite)とに分化すると

いうラットやブタの結果とは一致しない｡ラット

やブタに比べ､チンパンジーでは個体間の社会関

係がより強く相互の行動に統制力を持っものと思

われる｡

宜長頬の唾液変白変異に関する研究

石本剛- (三重大 ･医)

ヒトの唾液蛋白には電気泳動で識別される多様

な退伝変異が認められている｡例えば､唾液蛋白

櫨合体 (SPC)と名付けられる退伝子群に支配
されるプロリン富蛋白 (PRP)はこれまで､酸

性蛋白17種､塩基性､糖化蛋白12種の退伝子座位

が報告され､これら以外にアミラーゼ (AMY)

をはじめとする一連の酵系やスタセリンなど唾液

特異ないくつかの蛋白が知られている｡ヒト以外

の歪良枝の唾液蛋白､とくにその変異性の研究は

殆んどないが､これは安定した試料採取に難があ

るためかもしれない｡

われわれは霊長頬唾液蛋白の様相を理解するた

め､これまで数年試料採取を行ってきた｡1988年

度研究期間では､新世界ザル､原猿を含む19種属
41例の全唾液試料を採取しえた｡この3年間に合

計24種属100例をこえる全唾液と､一部再採取お

よび耳下腺液試料を入手したことになる｡

全般に個別の霊長琉唾液蛋白分布はヒトのそれ

と非常に異なる｡現在､酸性およびアルカリ性ゲ

ルや等電点ゲルを用いた電気泳動でそれら試料を

分析するとともにヒト蛋白の抗血清を用いて相同

蛋白の同定などを試みている｡

これまでの主な観察は:ニホンザルを含むマカッ

ク属に著しい唾液AMY多型が見出されるに対し

て､新世界ザル､原猿の多くは唾液AMYが殆ん

ど発現せず､代償的 (?)に血晴酵素活性がヒト

等にくらべて著しく高値で特異なアイソザイムパ

ターンが検出されること｡ヒトに見出される一連

の酸性PRP (Pr､Pa､Dbなど)は他の霊長

類では分化せず単一成分として存在するらしい｡

ヒトのシスタチンの1種と相同と推定されるマカッ

クに多型的な低分子蛋白は､他の種属のサルでも

それぞれに特有な泳動皮を示す蛋白分画として見

出され､特異的マーカーとして使えるかもしれな

い｡

都井岬の半野生馬の生態 ･社会学的研究

小林 隆 (京大 ･霊長研)

都井岬の半野生馬 (御崎馬)の生態については

これまで今西､畢木､加世田らによる報告がある｡

今西の研究は､人工的間引きのため成雄の極端に

少ない状態 (約100頭中3頭)の下で行なわれた｡

現在では間引きが緩和され､約90頭中12頭が成雄

(5歳以上)である｡また黒木や加世田の研究で

は､馬の集団編成の一日～数日間の中での変化に

ついては述べられていない｡

本調査は､性比の変化後の御崎馬個体群のうち

小松ヶ丘個体群の集団編成に焦点を当て､特にそ

の季節変化と生態･生理学的な要因の変化との関

連を明らかにすることを目的とした｡

調査の結果､春 ･夏期において小松ヶ丘個体群

は､3つの集団形態､すなわち(I)申班校雌からな

るハーレム (春3-4例､夏4-6例)(2)母子群

(春1例､夏0-1例)(3)若者集団 (両性､雄､雌

の3形態がある｡春0-2例､夏0-1例)､に

分かれて生活していることが判明した｡ここでは

ハーレムの編成についてのみ要約する｡

各ハーレムは両季節を通じてほぼ同じ地域を占

めていた｡春に較べ夏には行動域が拡大し､隣接

ハーレムの行動域との重複が増加したが､春と同

様なわぼり行動は見られなかった｡

ハーレムのメンバー構成は春に較べて夏の方が

安定して串り､ハ-レム内の個体間距離も夏の方

が小さかったO春には､雌は短時間ハーレムを離

れて単独に､または他の雌と共に遊動する個体が

多かった｡それに対し､夏にはほとんどの雌が終

日特定のハーレム雄と遊動を共にした｡
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